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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第89期　　　　　　　　　第２四半

期連結累計期間
第89期　　　　　　　　　第２四半

期連結会計期間
第88期

会計期間
自　平成20年４月１日　至　
平成20年９月30日

自　平成20年７月１日

至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日　至　

平成20年３月31日

売上高 (百万円) 41,103 20,610 79,934

経常利益 (百万円) 5,796 2,856 9,351

四半期(当期)純利益 (百万円) 3,410 1,656 5,106

純資産額 (百万円) ― 58,473 57,447

総資産額 (百万円) ― 93,416 93,856

１株当たり純資産額 (円) ― 581.10 567.02

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 33.67 16.36 48.35

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― 48.11

自己資本比率 (％) ― 62.59 61.21

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 4,907 ― 10,014

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,564 ― △1,726

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,827 ― △7,815

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 12,902 12,386

従業員数 (人) ― 1,748 1,720

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　   ２　第89期より、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

   おりません。　　　　　　　
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び連結子会社)において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　                 平成20年９月30日現在

従業員数(人) 1,748

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員数は従業員の100分の10未満ですので記載を省略しております。

　

(2) 提出会社の状況

                   平成20年９月30日現在

従業員数(人) 1,723

(注) １　従業員数は就業人員であります。 

２　臨時従業員数は従業員の100分の10未満ですので記載を省略しております。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円)

薬業 8,157

不動産事業 ―

合計 8,157

(注) １　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 仕入実績

当第２四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(百万円)

薬業 7,553

不動産事業 ―

合計 7,553

(注) １　金額は、仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注状況

当社グループ(当社及び連結子会社)は、販売計画に基づく生産計画によって生産を行っており、受注生

産は行っておりません。
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(4) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円)

薬業 19,986

不動産事業 624

合計 20,610

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
当第２四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％)

㈱スズケン 3,160 15.3

㈱メディセオ・パルタッ
クホールディングス

3,093 15.0

アルフレッサ㈱ 3,049 14.8

　

２　海外売上高は、総販売実績に対する割合が100分の10未満につき記載を省略しております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

医薬品業界を取り巻く環境は、後発医薬品の使用促進などの医療費抑制策が浸透するなかで、本年４月

には薬価改定が実施され、引き続き厳しい状況にあります。 

  このような状況の下、当社グループは医療現場のニーズに即した付加価値の高い情報提供活動による

地域密着型の営業展開につとめてまいりました。 

  その結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高20,610百万円となりました。利益面につきまし

ては、営業利益は2,977百万円、経常利益は2,856百万円、四半期純利益は1,656百万円となりました。 

　

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 薬業

医薬品につきましては、主力品の関節機能改善剤「アルツ」が引き続き売上を伸ばし、医療機器の癒着

防止吸収性バリア「セプラフィルム」、後発医薬品も伸長いたしました。創傷治癒促進剤「フィブラスト

スプレー」、高脂血症治療剤「リピディル」は売上がほぼ横ばいとなりましたが、慢性動脈閉塞症治療剤

「プロサイリン」、鎮痛消炎貼付剤「アドフィード等」は減収となりました。

　農業薬品につきましては、果樹・野菜・芝用殺菌剤「ポリオキシン」、水稲用除草剤「ペントキサゾ

ン」は増収となりましたが、飼料添加物「サリノマイシン」、「コリスチン」は減収となりました。 

  その結果、売上高は19,986百万円、営業利益は2,606百万円となりました。 

  なお、海外売上高は1,131百万円であります。 

② 不動産事業

文京グリーンコートの地代が主たる収入である不動産事業につきましては、文京グリーンコート内に

スポーツ施設が完成したことにより増収となりました。 

  その結果、売上高は624百万円、営業利益は371百万円となりました。
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なお、上記金額には消費税等は含まれておりません。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は93,416百万円となり、前連結会計年度末に比べ440百万

円の減少となりました。これは主に、投資有価証券の減少によるものであります。 

  負債は34,942百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,465百万円の減少となりました。これは主に、借

入金の減少によるものであります。 

  また、純資産は58,473百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,025百万円の増加となりました。これは

主に、利益剰余金の増加によるものであります。 

  自己資本比率は、62.6％（前連結会計年度末61.2％）となりました。 

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第１四半期連

結会計期間末に比べ1,629百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末には12,902百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は1,326百万円となりました。これは主

に、税金等調整前四半期純利益によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は932百万円となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は2,022百万円となりました。これは主

に、借入金の返済及び自己株式の取得によるものであります。 

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は1,854百万円であります。

なお、上記金額には消費税等は含まれておりません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　

　

EDINET提出書類

科研製薬株式会社(E00935)

四半期報告書

 7/24



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 360,000,000

計 360,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 101,879,461 101,879,461
東京証券取引所
(市場第一部)

―

計 101,879,461 101,879,461― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年８月１日
(注)１

― 114,879,461― 23,853△11,141 11,406

平成20年８月29日
(注)２

△13,000,000101,879,461― 23,853 ― 11,406

(注) １ 会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少し、その他資本剰余金に振替えたものであります。

２ 自己株式の消却による減少であります。
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１―８―11 5,433 5.33

ソニー生命保険株式会社 東京都港区南青山１―１―１ 4,916 4.83

東レ株式会社 東京都中央区日本橋室町２―１―１ 4,589 4.51

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１―１―５ 4,086 4.01

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町１―13―２ 3,686 3.62

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口4G)

東京都中央区晴海１―８―11 2,715 2.66

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２―11―３ 2,623 2.57

ステート　ストリート　バンク　
アンド　トラスト　カンパニー　
505019
(株式会社みずほコーポレート
銀行兜町証券決済業務室)

AIB INTERNATIONAL CENTRE P.O. BOX
518 IFSC DUBLIN,IRELAND
(東京都中央区日本橋兜町６―７)

1,992 1.96

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１―６―６
日本生命証券管理部内

1,700 1.67

科研製薬従業員持株会 東京都文京区本駒込２―28―８ 1,592 1.56

計 ― 33,335 32.72

　(注) １　平成20年８月20日付で野村證券株式会社(共同保有者　野村アセットマネジメント株式会社)から大量保有報

告書(変更報告書)が関東財務局長に提出されておりますが、当社として当第２四半期会計期間末における実

質所有株式数が確認できない部分については上記表には含めておりません。　

　

　　(大量保有報告書(変更報告書)の内容)

氏名又は名称 住所
所有株式数 
(千株)

発行済株式総数に対する 
所有株式数の割合(％)

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋１－９－１ 81 0.08

野村アセットマネジメント株式会社 東京都中央区日本橋１－12－１ 4,750 4.66

　

２　当社が保有する自己株式数は、1,254千株(1.23％)であります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)       
普通株式     1,254,000

― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式    99,354,00099,354 ―

単元未満株式 普通株式     1,271,461― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 101,879,461― ―

総株主の議決権 ― 99,354 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が18,000株(議決権18個)が含まれ

ております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)　　　　　科研
製薬株式会社

東京都文京区　　　　　本駒込
２－28－８

1,254,000― 1,254,0001.23

計 ― 1,254,000― 1,254,0001.23

(注)　株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権１個)あります。な

お、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含まれております。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 789 833 906 944 983 986

最低(円) 720 746 798 863 905 794

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。　
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)については、「財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号)附則第７条第１

項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月

１日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30

日まで)に係る四半期連結財務諸表について、聖橋監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,303 8,288

受取手形及び売掛金 27,254 28,043

有価証券 4,598 4,097

商品及び製品 4,832 4,599

仕掛品 1,700 1,692

原材料及び貯蔵品 3,457 3,646

その他 3,129 2,841

貸倒引当金 △7 △6

流動資産合計 53,269 53,203

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 18,473 18,227

その他（純額） 6,942 6,924

有形固定資産合計 ※1
 25,416

※1
 25,151

無形固定資産 473 495

投資その他の資産

投資有価証券 6,556 7,733

その他 7,702 7,274

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 14,257 15,007

固定資産合計 40,147 40,653

資産合計 93,416 93,856
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,712 13,380

短期借入金 7,210 5,380

1年内返済予定の長期借入金 － 3,000

未払法人税等 2,471 2,092

引当金

賞与引当金 1,112 1,155

その他の引当金 488 543

その他 4,573 4,730

流動負債合計 28,568 30,282

固定負債

引当金

退職給付引当金 5,398 5,100

その他の引当金 329 303

その他 646 722

固定負債合計 6,374 6,125

負債合計 34,942 36,408

純資産の部

株主資本

資本金 23,853 23,853

資本剰余金 11,587 22,727

利益剰余金 23,838 21,440

自己株式 △1,123 △11,618

株主資本合計 58,156 56,403

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 327 1,045

繰延ヘッジ損益 △10 △0

評価・換算差額等合計 317 1,044

純資産合計 58,473 57,447

負債純資産合計 93,416 93,856
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 41,103

売上原価 21,058

売上総利益 20,045

販売費及び一般管理費

販売促進費 720

給料 3,840

賞与 10

賞与引当金繰入額 713

福利厚生費 589

退職給付費用 516

賃借料 836

旅費及び交通費 754

研究開発費 3,477

その他 2,643

販売費及び一般管理費合計 14,103

営業利益 5,941

営業外収益

受取利息 25

受取配当金 73

受取保険金 51

その他 59

営業外収益合計 210

営業外費用

支払利息 76

退職給付会計基準変更時差異の処理額 262

その他 16

営業外費用合計 355

経常利益 5,796

特別利益

投資有価証券売却益 32

その他 0

特別利益合計 33

特別損失

固定資産除却損 42

ゴルフ会員権評価損 21

その他 5

特別損失合計 69

税金等調整前四半期純利益 5,760

法人税等 2,349

四半期純利益 3,410

EDINET提出書類

科研製薬株式会社(E00935)

四半期報告書

14/24



【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 20,610

売上原価 10,489

売上総利益 10,120

販売費及び一般管理費

販売促進費 355

給料 1,944

賞与 6

賞与引当金繰入額 348

福利厚生費 339

退職給付費用 258

賃借料 404

旅費及び交通費 378

研究開発費 1,854

その他 1,251

販売費及び一般管理費合計 7,143

営業利益 2,977

営業外収益

受取利息 13

受取配当金 6

受取保険金 18

その他 26

営業外収益合計 65

営業外費用

支払利息 41

退職給付会計基準変更時差異の処理額 131

その他 12

営業外費用合計 186

経常利益 2,856

特別利益

その他 0

特別利益合計 0

特別損失

固定資産除却損 20

ゴルフ会員権評価損 18

特別損失合計 39

税金等調整前四半期純利益 2,818

法人税等 1,162

四半期純利益 1,656
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,760

減価償却費 1,133

長期前払費用償却額 71

退職給付引当金の増減額（△は減少） 279

受取利息及び受取配当金 △99

支払利息 76

ゴルフ会員権評価損 21

投資有価証券売却損益（△は益） △32

有形固定資産除却損 42

売上債権の増減額（△は増加） 788

たな卸資産の増減額（△は増加） △51

仕入債務の増減額（△は減少） △668

未払消費税等の増減額（△は減少） 106

その他 △631

小計 6,796

利息及び配当金の受取額 99

利息の支払額 △72

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,915

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,907

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,479

無形固定資産の取得による支出 △72

投資有価証券の取得による支出 △187

投資有価証券の売却による収入 187

長期前払費用の取得による支出 △15

その他 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,564

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,830

長期借入金の返済による支出 △3,000

自己株式の純増減額（△は増加） △644

配当金の支払額 △1,012

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,827

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 515

現金及び現金同等物の期首残高 12,386

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 12,902
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

　

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　　当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産につきましては、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。　　　　　　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。　　　　　　　　　　　　
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

33,797百万円

　２　売掛債権譲渡高 1,620百万円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

33,150百万円

　２　売掛債権譲渡高 1,444百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年９月30日)

記載すべき事項はありません。

　

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日  至　平成20年９月30日)

記載すべき事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されている科目

の金額との関係

現金及び預金勘定 8,303百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 －      

取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期投資（有価証券） 4,598      

現金及び現金同等物 12,902      
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)
　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末

普通株式(株) 101,879,461

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末

普通株式(株) 1,254,334

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。  

　

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,013 10.00平成20年３月31日平成20年６月30日 利益剰余金

　
(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月６日
取締役会

普通株式 1,308 13.00平成20年９月30日 平成20年12月４日 利益剰余金

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　(1）資本準備金の減少及びその他資本剰余金の増加

  当社は、平成20年８月１日付で、平成20年６月27日開催の定時株主総会決議に基づき、資本準備金

11,141百万円減少し、その他資本剰余金を同額増加いたしました。
　
  (2）自己株式の消却

  当社は、平成20年８月29日付で、平成20年５月12日の取締役会決議に基づき、その他資本剰余金を

原資として自己株式11,141百万円の消却をいたしました。　　　
　
　(3）自己株式の取得

　当社は、平成20年８月27日の取締役会決議に基づき、平成20年９月30日までに市場から自己株式572

百万円を取得いたしました。

　

 　  その結果、当第２四半期連結会計期間末において、資本剰余金が11,587百万円、自己株式が　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　     1,123百万円となっております。

　

EDINET提出書類

科研製薬株式会社(E00935)

四半期報告書

19/24



(リース取引関係)

該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)

ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いておりますので、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

薬業
(百万円)

不動産事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

  売上高

　(1) 外部顧客に対する売上高
　　　

19,986 624 20,610 ― 20,610

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

― 76 76 （76） ―

計 19,986 700 20,686 （76） 20,610

　営業利益 2,606 371 2,977 ― 2,977

　

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

薬業
(百万円)

不動産事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

　売上高

　(1) 外部顧客に対する売上高 39,866 1,236 41,103 ― 41,103

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

― 153 153 （153） ―

計 39,866 1,389 41,256 （153） 41,103

　営業利益 5,204 737 5,941 ― 5,941

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主要製品又は内容

　　薬業………………医薬品、農業薬品

　　不動産事業………不動産賃貸、ビルメンテナンス他

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　本邦以外の国又は地域に所在する支店及び連結子会社はありません。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 581円10銭１株当たり純資産額 567円02銭

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 58,473 57,447

普通株式に係る純資産額(百万円) 58,473 57,447

普通株式の発行済株式数(千株) 101,879 114,879

普通株式の自己株式数(千株) 1,254 13,564

１株当たり純資産額の算定に用いられ
た普通株式の数(千株)

100,625 101,315

　

２　１株当たり四半期純利益金額
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額　　　　 　 　　 33円67銭 １株当たり四半期純利益金額　　　　 　 　　 16円36銭 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期純利益金額(百万円) 3,410 1,656

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―
 

―
 

普通株式に係る四半期純利益金額　　
(百万円)

3,410 1,656

普通株式の期中平均株式数(千株) 101,293 101,272

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

第89期(平成20年４月１日から平成21年３月31日まで)中間配当については、平成20年11月６日開催の取締

役会において、平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間

配当を行うことを決議いたしました。

　　①　中間配当総額　　　　　　　　　　　　　　　 　　　1,308百万円

    ②　１株当たり中間配当金　　　　　　　　　　　　　　　  13円00銭

    ③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　平成20年12月４日　　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月14日

科研製薬株式会社

取締役会　御中

　

聖橋監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　松　　田　　信　　彦

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　平　　山　　　　　昇

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　濵　　田　　　　　尊

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている科研

製薬株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年

９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、科研製薬株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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